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i.生 体寿1州包股 上 に分 布 している機 合糖 質糖 鎖 は,細 胞 の
fLLL誰 や情 報 伝達 ､癌 化 な どの生 命現 象 に深 く関与 してい る｡
この よ うな糖 鎖 の分 子 レベ ルでの機 能解 明 は され つつ あ るこの よ うな糖 鎖 の分 子 レベ ルでの機 能解 明 は され つつ あ
が ､ よ り手放視 的 な柁 残基 レベ ルでの解 明 は､未 だ され て
ないD これ に関過 し､近年 ､糖 鎖 中の炭素 を 13C楳 純 化
特殊 NMR測定 を行 うこ とに よ り複 合糖 質 中の糖残 基 の

体配座 ､動 態 を調 べ る手法 が報告 され ､ その有 用性 が 明 らか にな りつ つ あ る l･2).
そ こで ､ この分野 の研究 を展 開 させ るため 当研 究 室 で は､校 合糖 質糖 鎖 を構成 し
て い る重 要 な単 糖 ､N AcetylneuramlnlCaCld､KDN､DIMannose､D-Manno-
samlne､D-Galactose､L-Fucoseな どの 13C標識 体 を効率 上 く合成 して きた 8)｡
しか しなが ら､NAcetyl-D-glucosaJmne(GIcNAc)の 13C標 識 体 の効 字的 合成 法 の
報告例 は当研 究 室 を含 め少 ない｡今 回､ 従来法 よ り安価 かつ効字 的 な 13C 標 識 化
[6･】3C1-D-GIcNAcの合成 に成功 したので報 告 す る｡

2.3.[6-13C】-D-GIcNAcの合成 は､当研 究 室 の 13C標菅笠化 の知 見 3)を用 い GIcNAc
の 6位 を滅炭 Lf二後 ､13C標識 化試藻 を用 い て標舌鼓化す る こ とと Ll二Dまず ､GIcNAc
か ら常法 に従 い 2へ と導 い た後､3工 程 で ジオー Jt,体 5を合成 した｡続 いて 5を酸
化 減炭 し､13C標 杜 化 の前駆 体 となる アルデ ヒ ド体 6を得 た｡この 6に対 し 13C標デ ヒ ド体 6を得 た｡この 6に対 し 13C標

13C標言鼓化 された オ レフ ィン体 7を合 成
I- と尊 く検 討 を種 々行 った結 果､OsO｡

吉鼓化 Wittig試 薬 を用 いて増 炭 反応 を行
した｡次 に､得 られ た 7か らジオー ル体 9R- と尊 く検 討 を種 々行 った結 果､OsO｡
を用 い る こ とで収 牢 よ く､か つ選択 的 に 9Rを得 る こ とに成功 した｡最 後 に､得 ら
れ た 9Rを接 触遭 元 し､ 目的 とす る【6-)3C]-DIGIcNAc(12)へ 導 い たC,

G･cNAc憲 3海 運 3軒 n7 % oHCq HOABcn-x SA HOABcn
NHAc
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-uter 雪 二等 ★5oBn(8SN,HAG∈≡ヨ

rout:b歯 n:o@oBn漂 → H鼻 ｡H

ratio(8R)(8S)=6･5=3･5

(9RN)HAc (9SN)HAc 【6-13C]-D-GIcNAe(12)
rati｡(9R):(9S)=10:1

a)BF3･E120/Acetoneb)BnOH.PPTS/1,2-DIChloroethanec)BnBt,NaH/DMF.d)70%AcOHaq
e)NaIO4/H2〇･MeOH -)Ph3P13cH,l,n18uu/THF9)'TLCPBAI1,2-0rchloroethane
h)OsO4.MNO/I-E31JOHIH20))Pd(OH)TC,H之/ElDH
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